
　市政運営の透明度及び公平性を高めるため、市職員の任免や給与等に関し、人事

行政の運営等の状況について、「東根市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」

に基づき、その概要を次のとおり公表します。

　１　任免及び職員数に関する状況

　２　給与の状況

　３　勤務時間その他の勤務条件の状況

　４　分限及び懲戒処分の状況

　５　服務の状況

　６　研修及び勤務成績の評定の状況

　７　福祉及び利益の保護の状況

　８　公平委員会の業務の報告

東根市人事行政の運営等の状況 Ｒ５公表



１　任免及び職員数に関する状況

(1) 職員数に関する状況（令和4年4月2日～令和5年4月1日）

職種 R4.4.1現在 期間内の退職者 期間内の採用者 R5.4.1現在

一般行政等 269 9 10 270

保健師・栄養士 13 0 1 14

保育士・児童厚生員 28 0 0 28

消防職 58 7 1 52

技能労務職 16 4 0 12

合計 384 20 12 376

※ この表での一般行政等は、上記各職以外の者とし、企業職や教育公務員を含みます。

(2) 退職者の状況（令和４年度）

退職事由 定年 勧奨・普通 死亡 その他 計

退職者数 8 9 0 0 17

(3) 競争試験と任用の状況　（令和４年度採用試験）

試験区分 第一次試験日 申込者数
第一次試験
受験者数

第一次試験
合格者数

最終合格者数

上級行政 61 31 12 5

初級行政 17 15 6 2

保健師 10 6 5 1

消防士 6 4 4 1

計 94 56 27 9

R4.9.18



２　給与の状況

１　総括

(1) 人件費の状況（普通会計決算）

(2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

　　　　　　　

(注) 1 「職員手当」には、退職手当を含みません。

      2 「職員数」は、令和３年４月１日現在の人数です。また、任期付短時間勤務職員、再任用職員（短時間勤務）及び

 会計年度任用職員を含みません。

      3給与費については、任期付短時間勤務職員及び再任用職員（短時間勤務）の給与費が含まれており、職員数には

      当該職員を含んでいません。

(3) ラスパイレス指数の状況

(注) 1 「ラスパイレス指数」とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を
　　　用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。
　　　2 ()書きの数値は、地域手当補正後ラスパイレス指数を指す。地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地域手当を加味した地
　　　域における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数。
　　　（補正前のラスパイレス指数×（１＋当該団体の地域手当支給率）／（１＋国の指定基準に基づく地域手当支給率）により算出。）

　　　3 「類似団体平均」とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

東根市の給与・定員管理等について

区　　分

　　　　　（４年度末）

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

千円

　　　　　　Ａ

　　　　　千円
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(4) 給与制度の総合的見直しの実施状況について

　　①給料表の見直し　

　[　実施　]

実施内容（平均引下げ率、実施（実施予定）時期、経過措置の有無等具体的な内容（未実施の場合には、その理由））

（給料表の改定実施時期）　平成27年４月１日

（内容）山形県に準拠して給料表を改定。国の給与制度の総合的見直しとして勧告した俸給表に準じたうえで、県内

民間の給与水準との均衡を踏まえた一定の率を乗じた額とした。（平均見直し率0.2％）激変緩和のため、３年間（平成

30年３月31日まで）の経過措置（現給保障）を実施。

　　②地域手当の見直し

実施内容（国基準における場合の支給割合及び当該団体の支給割合）

（支給割合）国基準0％（非支給地域）に対し、東根市においても0％としている。

　　③その他の見直し内容

管理職員特別勤務手当について、国と同様に見直しを実施。(平成27年４月１日実施)

(5) 特記事項

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和５年４月１日現在）

　　　　① 一般行政職

円 円 円

円 円 円

円 円

円 円 円

東根市 456,666

322,487

354,800

42.4歳

39.5歳

328,500

―国 404,015

315,462 341,024375,268

平均給与月額
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類似団体

0%

391,461

404,400

平均給与月額平均給料月額

（国ベース）

なし

山形県

0% 0%

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均2％の引下げ及び地域手当の支給割合の見直し等に取
り組むとされている。

43.4歳

平均年齢区　　分

遡及
改定後

0%

令和２
年度

の支給
割合

0%

0%

令和３
年度

の支給
割合

0%

0%

令和４
年度

の支給
割合

0%

0%

令和５
年度

の支給
割合

0%

0%

国基準による
支給割合

東根市の
支給割合

平成26年度
の支給割合

0%

0%

平成27年度
の支給割合

4月1日
時点

0%

0%

平成28
年度

の支給
割合

0%

0%

平成29
年度

の支給
割合

0%

0%

平成30
年度

の支給
割合

0%

0%

令和元
年度

の支給
割合



　　　　② 技能労務職

(注) 1 「平均給料月額」とは、令和５年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

　  　2 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの　　　　　 

　　　　すべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。

　　　3 「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手　　　

　　　　当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

      4 「平均年齢」は、10進法で表示しています。

　  　5 「民間」には、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています（令和２年～令和４年平均）。

　　　6 技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致し

　　　　ているものではありません。

      7 年収ベースの「公務員(Ｃ)」及び「民間(Ｄ)」のデータは、それぞれ平均給与月額を12倍したものに、公務員にお

　　　　いては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された民間賞与の額を加えた試算値

　　　　です。

(2) 職員の初任給の状況（令和５年４月１日現在）

Ⅰ種 円

Ⅱ種 円

円 円 円

円 円 －

円 円 －

151,900

319,891円

うち用務員

区　　分

329,178円

平均給与月
額(国ベー

ス)

334,099円

東根市

5,889,666

344,610円52.5歳

うち自動車運転手

346,167円

5人

一般行政職

技能労務職

－

－

140,000

341,640円

255,200円

308,660円

民間(Ｄ)

区　　　　　分

－

類似団体

うち自動車運転手

国

高　校　卒

東根市

330,720円

国

対応する民
間の類似職

種

－

大　学　卒

山形県

1.78

156,300

－－

区　　分

345,300円

51.6歳

357,600円

370,470円

民間

平均給与
月額(Ａ)

うちその他

51.2歳

53.4歳

156,300

－

52.2歳

－ 286,942円

383,891円

52.8歳

241,700円

343,250円

350,300円

自家用乗用自動
車運転者

用務員

参考

平均給料月
額

4人 330,450円 －

平均給与月
額(Ｂ)

334,275円

55.0歳

49.1歳

3人

－

平均年
齢

職員数

12人

平均
年齢

333,600円

365,206円

－ －

－

公務員

Ａ/Ｂ

1.53

－－

1.50

－

－

154,600

－

55.5歳

－

Ｃ/Ｄ

3,253,900

3,627,700

6,208,738

円

高　校　卒

－

円

うちその他

うち用務員

－

年収ベース（試算値）の比較

公務員(Ｃ)

1.91

－

185,200

山形県

11人

－

372,700円433人 －

－

－

参考

188,100

151,700

188,100

6,464,084

－

東根市

中　学　卒

189,700

140,000



(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和５年４月１日現在）

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

３　一般行政職の級別職員数等の状況
(1) 一般行政職の級別職員数の状況（令和５年４月１日現在）

人 ％ 円 円

人 ％ 円 円

人 ％ 円 円

人 ％ 円 円

人 ％ 円 円

人 ％ 円 円

人 ％ 円 円

(注) 1 東根市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
      2 「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
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-

構成比
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３級
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8.7課長補佐

24副主任
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49

区　　分 標準的な職務内容
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-

-
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-

--
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５級

１級

22.4%

１級

22.7%

１級

23.6%
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(2) 国との給料表カーブ比較表（行政職（一））

(3) 昇給への人事評価の活用状況（一般行政職）

　毎年1月1日に、職員の勤務成績を判定し、昇給の号給数を決定しています。

　平成28年度より人事評価制度を本格運用し、評価の公正性・公平性の確保を確認したうえで、評価結果に

応じた処遇への反映を段階的に進めています。

◯

○ ○

活用予定時期

イ．人事評価を活用している

活用している昇給区分

　上位、標準、下位の区分

　上位、標準の区分

管理職員 一般職員

昇給実績が
ある区分

◯

　標準、下位の区分

　標準の区分のみ（一律）

ロ．人事評価を活用していない

令和５年度中における運用

◯ ◯

昇給可能な
区分

昇給実績が
ある区分

昇給可能な
区分

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

国10級（特に重要課長）

（百円）

給

料

月

額

昇 給

令和５年４月１日時点

国９級（課長）

国８級（困難室長）

国７級（室長）

国６級（困難課長補佐）

国５級（課長補佐）

国４級（困難係長）

国３級（係長）

国２級（上級係員）

国１級（係員）

東根市 （R５）

国家公務員 （R５)

市１級（主事）

市２級（副主任）

市３級（主任）

市４級（主査）

市５級（課長補佐）

市６級（課長）

市７級（部長）



４　職員の手当の状況

(1) 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（４年度支給割合） （４年度支給割合） （４年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　　  勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

役職加算　5％～15％ 役職加算　 　5％～20％ 役職加算　 　5％～20％

管理職加算　15％～25％ 管理職加算　10％～25％

(注) 1  (   )内は、再任用職員に係る支給割合です。

      2  「一人当たり平均支給額」は、 企業職分を除いた支給額です。

   ○勤勉手当への人事評価の活用状況（一般行政職）

(2) 退職手当（令和５年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度 月分 月分 最高限度 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（3～45％加算） 定年前早期退職特例措置（3～45％加算）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 １人当たり平均支給額　　　　 －

(注) 退職手当の「１人当たり平均支給額」は、令和４年度に退職した職員に支給された平均額です。

(3) 特殊勤務手当（令和５年４月１日現在）

特殊勤務手当は、平成20年４月から全廃しています。

(4) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

(注) 1  全会計のうち企業職分を除いた支給内容です。

      2 時間外勤務手当のうち選挙にかかる分が含まれています。

      3 休日勤務手当及び夜間勤務手当は含まれておりません。

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ４ 年 度 決 算 ）

47.709 47.709

支給実績が
ある成績率

支給可能な
成績率

支給実績が
ある成績率

　上位、標準、下位の成績率 ◯ ◯

　上位、標準の成績率

支給可能な
成績率

―

0.95

○

　標準の成績率のみ（一律）

◯

1.45

◯

職制上の段階、職務の級等による加算措置

東　根　市

33.27075

令和５年度中における運用 一般職員

イ．人事評価を活用している ◯

20,103

支 給 実 績 （ 令 和 ４ 年 度 決 算 ）

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ）

400

ロ．人事評価を活用していない

47.709 39.7575

19.6695

　標準、下位の成績率

国

0.95

１人当たり平均支給額（４年度）

126,759

2.00

国

28.0395

146,977

47.709

職制上の段階、職務の級等による加算措置

24.586875

支 給 実 績 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ）

山　形　県

28.0395

360

19.6695

１人当たり平均支給額（４年度）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

33.27075

管理職員

東　根　市

1.35

活用している成績率

39.7575

1,633

1.95

1.35

活用予定時期

2.40

47.709

2.55

24.586875

47.709

1,328

2.40

0.95

1.95



(5) その他の手当（令和５年４月１日現在）

円

円

円

円

自動車等の場合 2,000～

円

寒冷地に在勤する職員に支給される手当

東根市の地域区分：４級地、支給期間：11月～３月

扶養親族あり世帯主 円

扶養親族なし世帯主 円

その他の職員 円

管理または監督の地位にある職員に対して支給される手当

部長級 66,400円

課長級 41,600円

祝日法による休日等及び年末年始の休日等において、

正規の勤務時間中に勤務した職員に支給される手当

勤務１時間当たりの給与額×135/100×勤務時間数 

正規の勤務時間として午後10時から翌日の午前５時までの

間に勤務した職員に支給される手当

勤務１時間当たりの給与額×25/100×勤務時間数 

管理または監督の地位にある職員が週休日等及び、災害への対処

その他の臨時又は緊急の必要により週休日等以外の日の午前零時

から５時までの間に勤務した場合に支給される手当

週休日等の勤務一回につき （６時間を超えた場合） 円

（６時間以内の場合） 円

週休日等以外の勤務一回につき 円

(注) 企業職分を除いた支給内容です。

５　特別職の報酬等の状況（令和５年４月１日現在）

円 円
円 円
円 円

月分 月額給料（報酬）に40％を加算し、それに
左の月数を乗じた額

月分

（算定方式） （１期の手当額） （支給時期）
退職月の給料月額×勤続月数×56.7/100 円
退職月の給料月額×勤続月数×33.1/100 円
退職月の給料月額×勤続月数×23.6/100 円

(注)  1 退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝48月）

      勤めた場合における退職手当の見込額です。                                 

442,000

円

円市 長

15,016千円

37,497千円

同 無 46千円

180,000

61,674円

円／
円／

円／

2,837千円

230,000

内容及び支給単価

月額

63,713円

（４年度決算）

寒
冷
地
手
当

副 市 長

給

料

通
勤

異 支給額算定方法

子

31,600

55,000

同

管
理
職
特
勤
手
当

報

酬

月額

月額

391,500

無

副 市 長

給　料　月　額　等

期
末
手
当

通勤距離に応じて、月額

無

575,000

円／790,000

限度額月額

国の制度と 支給職員１人当たり

平均支給年額

教 育 長

（４年度決算）

6,500

420,000

385,000

円

695,000

475,000
545,000

任期満了後
25,038,720

60,064円

2,300円

副 議 長

　　（令和４年度支給割合）

副 市 長

備　　　　考

議 長

議 長

円／

11,635千円

月額

22,682千円

無

円

985,000

-

17,800

議 員

（参考）類似団体における最高／最低額

その他の扶養親族

配偶者

手
当
名

-円

との異同

市 長
11,042,160

435,000

3.25

同

一人につき5,000円加算

退
職
手
当

同

扶
養
手
当

6,500

月額

議 員

6,000

2,000

無

区 分

588,433円

240,365円

円

異

7,360

17,653千円

200,000

円

同

920,000

住
居

夜

間

勤

務

手

当

管
理
職
手
当
休

日

勤

務

手

当

4,000

同

円／

支給実績

97,773円

支給区分

月額 10,000

交通機関利用の場合

異なる内容

20,586千円

無

借家の場合

教 育 長 6,513,600

副 議 長 3.25

289,944円

360,000
　　（令和４年度支給割合）

国の制度

限度額月額

満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子については、

28,000

10,200

市 長



６　職員数の状況
(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）

育児休業者の所属変更

育児部分休業への対応

派遣職員との入れ替えにより

業務量変動に伴う調整

業務量変動に伴う調整

組織改編による変動ほか

組織改編による変動ほか

＜参考＞人口１万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

　　　　　 人）

退職により

＜参考＞人口１万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

　　　　　 人）

[ ］ [ ］ ］ ＜参考＞人口１万人当たり職員数 人

(注) 1 「職員数」は、一般職に属する職員数です。

　  　2 [     ]内は、条例定数の合計です。

(2) 年齢別職員構成の状況（令和５年４月１日現在）

　

その他

10

職 員 数

～

0

59歳

～～

40歳

376

人

60歳

51歳

人

54

人 人

～

労働

農林水産 △ 2

21

40

4244

36歳

46

55歳

人人

0

人

以上

～

一
般
行
政
部
門

55

19

8

26 24

50.40

8

主な増減理由

72

対前年
増減数

1

1

1

（類似団体の人口１万人当たり職員数

61

106.85

[     0

40

0

384

28歳

59

人

43

11

78.63

商工

計

　　　　　　　　区　　分
　部　　門

退職により

241

△ 6

70.27

20歳 24歳

1240

小　計

計

36

人

土木

人

48歳

43歳

教育部門

61

376

19

11

20

19

47歳

44歳

35歳

407

83.26

合　　計

水道　公
　営会
　企計
　業部
　等門

普
通
会
計
部
門

民生

0

22

総務

27歳

10

73

令和５年

△ 2

344 336

55

23

1

26

△ 3

0

0

（類似団体の人口１万人当たり職員数

人

31

～～

税務

令和４年

議会

3735

～

52歳 56歳

区　分

20歳

未満

小　計

△ 8

23歳

32歳

～

40

27

0

1

下水道

衛生

1

職員数
人

4

人

407

～

△ 8

39歳

0

消防部門

28

31歳

0

2

4

6

8

10

12

14

16
構成比

５年前の構

成比

%



(3) 職員数の推移
（単位：人・％）

(注) 1 各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。

７　公営企業職員の状況

(1) 水道事業
  　① 職員給与費の状況

ア　決算

(注)  「職員給与費」には、資本勘定支弁職員の分（4,618千円）が含まれません。

　　　　　　　

(注) 1 「職員手当」には、退職手当が含まれません。

      2 「職員数」は、令和５年３月31日現在の人数です。

イ　特記事項

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（令和５年４月１日現在）

円 円

円 円

(注) 1 「基本給」は、給料、扶養手当及び地域手当の合算額です。

      2 「平均月収額」には、期末・勤勉手当等が含まれます。  

      3 「平均年齢」は、10進法で表示しています。

③ 職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当

千円 千円

（３年度支給割合） （３年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分  月分  月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

役職加算　5％～15％

(注)   (   )内は、再任用職員に係る支給割合です。

　　　4 「平均年齢」の団体平均は、会計年度任用職員を含んで、算出しています。

241

(▲-11.1％)43

229

12

公営企業等会計計 40

総合計

56

40教　育

240 (7.1％)

40

556160

10

５年
過去５年間

の増減数（率）

16

45 45

58

329

177,205

実質収支

給　 料 期末・勤勉手当 一人当たり給与費

Ｂ

千円人 千円

▲ 1

40

　　　　　　Ｂ／Ａ

374

消　防

職員給与費比率

職員手当

総費用に占める

　　　　千円 千円

　　　　　千円 千円

純損益又は

千円

％ ％

(3.3％)

(▲-1.8％)

2

職制上の段階、職務の級等による加算措置

平均月収額基本給

449,463275,185

普通会計計

計　　Ｂ

千円

Ａ める職員給与費比率

331

(5.3％)

(3.1％)332 344 336

区　分

区　分 職員数

総費用 職員給与費

1,438

１人当たり平均支給額（４年度）

-

1,402

2.40

500,619335,310

団 体 平 均

区　　分

特になし。

37.9歳

１人当たり平均支給額（４年度）

- -

32,248

1.35

団体平均

-1.95

職制上の段階、職務の級等による加算措置

４年度 11

373

922,139

369

４年度

384

50,540

　　　　　　　　　年 度
部 門 別

一般行政

0.95

給与費 　　B/A

東　根　市

45.7歳

千円

12,078

5.5 6.6

376

42

４年

一人当たり

　　　　　　Ａ

元年 ２年

326

45

225 226

364

38

4,675

（参考）団体平均

▲ 5

6,018

226

43

7,101 51,427

平均年齢

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

３年度の総費用に占

３年

　（参考）

60

42

東根市

30年



イ　退職手当（令和５年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度 月分 月分 最高限度 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（3～45％加算）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 １人当たり平均支給額　　　　 千円

(注) 退職手当の「１人当たり平均支給額」は、令和４年度に退職した職員に支給された平均額です。

ウ　時間外勤務手当
千円

千円

千円

千円

(注) 1  休日勤務手当及び夜間勤務手当は含まれておりません。

(注) 2  職員1人当たり平均支給額を算出する際の職員数には、「支給実績（〇年度決算）」と同じ年度の4月1日現在の

          総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時

          間勤務職員を含む。

エ　その他の手当

円

円

円

円

自動車等の場合 2,000～

円

寒冷地に在勤する職員に支給される手当

東根市の地域区分：４級地、支給期間：11月～３月

扶養親族あり世帯主 円

扶養親族なし世帯主 円

その他の職員 円

管理または監督の地位にある職員に対して支給される手当

部長級 66,400円

課長級 41,600円

祝日法による休日等及び年末年始の休日等において、

正規の勤務時間中に勤務した職員に支給される手当

勤務１時間当たりの給与額×135/100×勤務時間数 

正規の勤務時間として午後10時から翌日の午前５時までの

間に勤務した職員に支給される手当

勤務１時間当たりの給与額×25/100×勤務時間数 

管理または監督の地位にある職員が週休日等及び、災害への対処

その他の臨時又は緊急の必要により週休日等以外の日の午前零時

から５時までの間に勤務した場合に支給される手当

週休日等の勤務一回につき （６時間を超えた場合） 円

（６時間以内の場合） 円

週休日等以外の勤務一回につき 円

無 -

31,600

異 支給額算定方法 - -

平均支給年額

27千円 6,750円

月額 17,800

月額 10,200

月額 7,360

（４年度決算）

83,333円通勤距離に応じて、月額

その他の扶養親族

同

155,000円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子については、

同

494千円

250千円

支給職員１人当たり

子 月額 10,000

61,750円

499千円 499,000円

支給実績

-

-

東　根　市

-

47.709

-

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ）

33.27075

限度額月額 28,000 円

限度額月額 55,000
通
勤

2,000

異

団 体 平 均

-

19.6695

国の制度と

扶
養
手
当

39.7575

470

支 給 実 績 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ）

交通機関利用の場合

一人につき5,000円加算

住
居

借家の場合

47.709 -

28.0395

-

8,676

3,679

寒
冷
地
手
当

775千円同

との異同 異なる内容

国の制度

管
理
職
特
勤
手
当

夜
間
勤
務
手
当

（４年度決算）

管
理
職
手
当

配偶者 月額 6,500

368

同

47.709

-

-

-

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ４ 年 度 決 算 ）

手
当
名

内容及び支給単価

休
日
勤
務
手
当

同 無

-
6,000

4,000

-

無

支給区分

無

無

支 給 実 績 （ 令 和 ４ 年 度 決 算 ） 4,701

同 無

月額 6,500

24.586875



(2) 工業用水道事業

  　① 職員給与費の状況

ア　決算

(注)  「職員給与費」には、資本勘定支弁職員の分（664千円）が含まれません。

　　　　　　　

(注) 1 「職員手当」には、退職手当が含まれません。

      2 「職員数」は、令和５年３月31日現在の人数です。

イ　特記事項

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（令和５年４月１日現在）

円 円

円 円

(注) 1 「基本給」は、給料、扶養手当及び地域手当の合算額です。

      2 「平均月収額」には、期末・勤勉手当等が含まれます。  

      3 「平均年齢」は、10進法で表示しています。

③ 職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当

千円 千円

（３年度支給割合） （３年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

役職加算　5％～15％

職制上の段階、職務の級等による加算措置

職員給与費比率

職員給与費

２年度の総費用に占

千円

1,303

職員手当

　　　4 「平均年齢」の団体平均は、会計年度任用職員を含んで、算出しています。

（参考）団体平均

一人当たり給与費

４年度 4.9

％

　　　　　　Ｂ／Ａ

区　分 総費用

Ａ 

181,663 40,915

東根市

2

職員数

人

区　　分 平均月収額

Ｂ

6,260

2.40 1.95

１人当たり平均支給額（４年度）

46.3歳

　特になし。

純損益又は

区　分

1,300

給　 料

千円

期末・勤勉手当

４年度 6,063

団体平均

総費用に占める

計　　Ｂ

１人当たり平均支給額（４年度）

団 体 平 均

千円

521,657

1,503

-

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

8,914

一人当たり

33.5歳 265,850

2,339

　　　　　　Ａ

東　根　市

429,996

　　　　　千円千円

9,702

千円

実質収支

　（参考）

％

める職員給与費比率

給与費 　　B/A

千円

平均年齢 基本給

4,851

千円

344,441

-

職制上の段階、職務の級等による加算措置

4.6

　　　　千円



イ　退職手当（令和５年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度 月分 月分 最高限度 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（3～45％加算）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 １人当たり平均支給額　　　　 千円

(注) 退職手当の「１人当たり平均支給額」は、令和４年度に退職した職員に支給された平均額です。

ウ　時間外勤務手当
千円

千円

千円

千円

(注)   休日勤務手当及び夜間勤務手当は含まれておりません。

エ　その他の手当

円

円

円

円

自動車等の場合 2,000～

円

寒冷地に在勤する職員に支給される手当

東根市の地域区分：４級地、支給期間：11月～３月

扶養親族あり世帯主 円

扶養親族なし世帯主 円

その他の職員 円

管理または監督の地位にある職員に対して支給される手当

部長級 66,400円

課長級 41,600円

祝日法による休日等及び年末年始の休日等において、

正規の勤務時間中に勤務した職員に支給される手当

勤務１時間当たりの給与額×135/100×勤務時間数 

正規の勤務時間として午後10時から翌日の午前５時までの

間に勤務した職員に支給される手当

勤務１時間当たりの給与額×25/100×勤務時間数 

管理または監督の地位にある職員が週休日等及び、災害への対処

その他の臨時又は緊急の必要により週休日等以外の日の午前零時

から５時までの間に勤務した場合に支給される手当

週休日等の勤務一回につき （６時間を超えた場合） 円

（６時間以内の場合） 円

週休日等以外の勤務一回につき 円

休
日
勤
務
手
当

住
居

6,500

（４年度決算）

6,432

-

借家の場合

28.0395 33.27075

-

-

760

140千円月額 17,800

月額 10,200

同

夜
間
勤
務
手
当

55,000

47.709 -

寒
冷
地
手
当

同

31,600

19.6695 24.586875

10,000

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ）

支 給 実 績 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ）

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ４ 年 度 決 算 ）

東　根　市

47.709

-

47.709

418

-

通勤距離に応じて、月額

同 無

通
勤

無

国の制度と

39.7575

無

-

70,000円

169,000円

その他の扶養親族 月額

209

--

子 月額

-

同 無 -

交通機関利用の場合 限度額月額

-

月額 7,360

異 支給区分

満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子については、

支 給 実 績 （ 令 和 ４ 年 度 決 算 ）

支給実績

支給額算定方法

318千円

との異同 異なる内容

限度額月額 28,000 円 672千円

380

平均支給年額

（４年度決算）

異

無 318,000円

336,000円

扶
養
手
当

配偶者 月額 6,500

同

手
当
名

内容及び支給単価

国の制度

一人につき5,000円加算

支給職員１人当たり

169千円

管
理
職
手
当

-

団 体 平 均

-
6,000

4,000

2,000

-

-

-

管
理
職
特
勤
手
当

同 無



(3) 下水道事業
  　① 職員給与費の状況

ア　決算

(注)  「職員給与費」には、資本勘定支弁職員の分（5,012千円）が含まれません。

　　　　　　　

(注) 1 「職員手当」には、退職手当が含まれません。
      2 「職員数」は、令和５年３月31日現在の人数です。

イ　特記事項

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（令和５年４月１日現在）

円 円
円 円

(注) 1 「基本給」は、給料、扶養手当及び地域手当の合算額です。
      2 「平均月収額」には、期末・勤勉手当等が含まれます。  
      3 「平均年齢」は、10進法で表示しています。

③ 職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当

千円 千円
（３年度支給割合） （３年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当
 月分  月分  月分  月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

役職加算　5％～15％

区　分 総費用 純損益又は 職員給与費 総費用に占める 　（参考）
実質収支 職員給与費比率 ３年度の総費用に占

Ａ Ｂ 　　　　　　Ｂ／Ａ める職員給与費比率
　　　　千円 千円 千円 ％ ％

４年度 1,360,634 10,613 55,593 4.1 4.0

区　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり （参考）団体平均

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ 給与費 　　B/A 一人当たり給与費
人 千円 千円 　　　　　千円 千円 千円 千円

４年度 9 39,112 6,202 15,291 60,605 6,734 5,936

　特になし。

区　　分 平均年齢 基本給 平均月収額
東根市 44.3歳 331,730 507,945

団体平均 44.3歳 330,766 493,186

東　根　市 団 体 平 均
１人当たり平均支給額（４年度） １人当たり平均支給額（４年度）

1,693 1,425

2.40 1.95 - -

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　　　4 「平均年齢」の団体平均は、会計年度任用職員を含んで、算出しています。



イ　退職手当（令和５年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分
勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分
勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分
最高限度 月分 月分 最高限度 月分 月分
その他の加算措置 その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（3～45％加算）
１人当たり平均支給額　　　　 千円 １人当たり平均支給額　　　　 千円
(注) 退職手当の「１人当たり平均支給額」は、令和４年度に退職した職員に支給された平均額です。

ウ　時間外勤務手当
千円
千円
千円
千円

(注)   休日勤務手当及び夜間勤務手当は含まれておりません。

エ　その他の手当

円
円
円

円
自動車等の場合 2,000～

円
寒冷地に在勤する職員に支給される手当
東根市の地域区分：４級地、支給期間：11月～３月
扶養親族あり世帯主 円
扶養親族なし世帯主 円
その他の職員 円
管理または監督の地位にある職員に対して支給される手当
部長級 66,400円
課長級 41,600円
祝日法による休日等及び年末年始の休日等において、
正規の勤務時間中に勤務した職員に支給される手当

勤務１時間当たりの給与額×135/100×勤務時間数 

正規の勤務時間として午後10時から翌日の午前５時までの
間に勤務した職員に支給される手当

勤務１時間当たりの給与額×25/100×勤務時間数 

管理または監督の地位にある職員が週休日等及び、災害への対処
その他の臨時又は緊急の必要により週休日等以外の日の午前零時
から５時までの間に勤務した場合に支給される手当

週休日等の勤務一回につき （６時間を超えた場合） 円
（６時間以内の場合） 円

週休日等以外の勤務一回につき 円

東　根　市 団 体 平 均

支給実績 支給職員１人当たり

との異同 異なる内容 （４年度決算） 平均支給年額
（４年度決算）

支給区分 312千円 44,571円通勤距離に応じて、月額

19.6695 24.586875 - -
28.0395 33.27075 - -
39.7575 47.709 - -
47.709 47.709 - -

- 6,238

通
勤

交通機関利用の場合 限度額月額 55,000
異

支 給 実 績 （ 令 和 ４ 年 度 決 算 ） 5,085
職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ４ 年 度 決 算 ） 508
支 給 実 績 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ） 4,635
職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ） 463

手
当
名

内容及び支給単価
国の制度 国の制度と

管
理
職
特
勤
手
当

同 無 - -
6,000
4,000
2,000

寒
冷
地
手
当

同 無 610千円 61,000円月額 17,800
月額 10,200
月額 7,360

管

理

職

手

当

同 無 - -

休

日

勤

務

手

当

同 無 - -

31,600

夜

間

勤

務

手

当

同 無 - -

扶
養
手
当

配偶者 月額 6,500

同 無 696千円 232,000円
子 月額 10,000
その他の扶養親族 月額 6,500
満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子については、
一人につき5,000円加算

住
居

借家の場合 限度額月額 28,000 円 異 支給額算定方法 330千円 330,000円



３　勤務時間その他の勤務条件の状況（令和５年４月１日）

職員の勤務時間、各種休暇等の勤務条件については、市条例・規則において定められております。

(1) 勤務時間　（週38時間45分勤務の一般的なもの）

※ 平成21年４月１日から、休憩時間が午後0時00分～午後1時00分の１時間となるとともに休息時間がなくなり、
　１日の勤務時間が7時間45分となりました。

(2) 各種休暇の概要

1) 年次有給休暇 　１年に付き20日付与（未取得日数分は20日を上限に翌年に繰越可能）

2) 病気休暇 　職員が負傷又は傷病のため療養する必要があり、その勤務しないことが

やむを得ないと認められる場合における休暇

1　公務上又は通勤による負傷又は疾病 必要と認められる期間

2　1以外の負傷又は疾病

ア　結核性傷病 １年以内で必要と認められる期間

イ　高血圧病（脳卒中を含む。）動脈硬化症心臓病 180日以内で必要と認められる期間

　及び悪性新生物による疾病並びにその他の慢性

　疾病で任命権者が特に必要と認めるもの

ウ　精神及び神経に係る疾病で任命権者が特に必

　要と認めるもの

エ　アからウまでに掲げるもの以外の負傷又は疾病 90日以内で必要と認められる期間

3　負傷又は病気により休職を命ぜられた職員が復職後 60日以内で必要と認められる期間中

　 　において、又は病気休暇を与えられた職員が、休暇の 1日につき必要と認められる時間

　期間満了後において、なお普通勤務が困難な場合

3) 特別休暇 　選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故その他の特別の事由により

職員が勤務しないことが相当であると認められる場合の休暇

公民権行使

裁判員、証人、鑑定人、参考人等としての裁判所等への出頭

骨髄移植ドナー登録・提供

社会貢献活動

結婚

女性職員の出産

生後１歳に達しない子の育児

女性職員の生理

妊娠職員の母体・胎児保護のための休息及び補食

妊産婦法定検診

妊娠職員の母体・胎児保護のための通勤緩和

妻の出産

就学前児童の看護

要介護者の介護

忌引

追悼行事

夏季休暇

感染症発生による健康診断、就業制限、交通遮断

住居滅失又は損壊並びにその回避

災害等発生による通勤困難

通勤途上における災害等発生時の安全確保

職員の妻の出産時における育児参加

必要と認められる期間

1年において5日の範囲内

続柄等に応じ、連続する1～10日以内

休息時間
１日の

勤務時間

必要と認められる時間

負傷又は疾病の区分

勤務開始時刻 勤務終了時刻 休憩時間

7時間45分午後5時15分午前8時30分 午後0時00分～午後1時00分 Ｈ21.4.1より廃止

1日2回各30分以内

勤務時間の始め又は終わりにつき１日を通じて１時間以内

産前6週産後8週の間に5日の範囲内

必要と認められる期間

15日(恐れがある場合は3日)以内の期間

必要と認められる期間

事　由 期　間

必要と認められる期間

必要と認められる期間

1年において5日の範囲内

必要と認められる期間

必要と認められる時間

必要と認められる期間

産前8週以内　産後8週

連続する5日の範囲内

1年において5日の範囲内

2日以内

6～9月の間に6日の範囲内

1日以内の期間

期　間



4) 介護休暇 　職員が、配偶者、父母、子、配偶者の父母その他規則で定める者で、負傷、疾病

又は老齢により、規則に定める期間にわたり日常生活を営むのに支障がある者の

介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合における休暇

家族の介護 2週間以上6ヶ月以内（無給）

４　分限及び懲戒処分の状況（令和４年度）

(1) 分限処分者数

　 　分限処分とは、公務能率確保の観点から、本人の意に反し、本人の身分を

不利益に変動させる処分

勤務成績がよくない場合

心身の故障の場合

職に必要な適格性を欠く場合

職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、

過員を生じた場合

刑事事件に関し起訴された場合

※ 前年度から引き続く処分を除いています。

(2) 懲戒処分者数　なし

　懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対し、道義的責任を問うことにより

公務の規律と秩序を維持することを目的とする制裁的な処分

信用失墜行為

監督責任

５　服務の状況

(1) 営利企業等への従事許可

　地方公務員法の規定により、職員は、任命権者の許可を受けなければ、営利企業の役員等への就任、

自ら営利企業を営むこと及び報酬を得て事業に従事することができません。これは、職員の職務専念義

務が損なわれることを未然に防止するため、また、職務の公正を確保し、職の信用を保持するための規制

措置です。

(2) 職務専念義務の免除

　地方公務員法の規定により、法律その他条例に特別の定めがある場合を除き、職員はその勤務時間中、

職務に専念する義務が課せられています。

　例外的に、職務専念義務が免除される場合の主な例として次のものがあります。

・ 研修を受ける場合

・ 国又は他の地方公共団体、学校その他の公共的団体から依頼を受けて講演等を行う場合

・ 厚生事業への参加

降給休職免職降任

事　由 期　間

3人

免職減給 停職戒告



６　研修及び勤務成績の評定の状況

(1) 職員研修の実施状況（令和４年度の主なもの）

　

(2) 勤務成績の評定状況

ア　昇給

　　職員の昇給について、１月１日に任命権者が各職員の１年間の勤務成績を判定し、昇給の可否を決定し

　ています。

イ　昇格

　　昇任基準を満たした時期に、任命権者が当該職員の在級期間の勤務成績を判定し、昇格の可否を決定

　しています。

0人0件

0件

専門実務
研修

81人

643人

その他自主研修

職場
研修

自主
研修

41件
派遣
研修

　職員に対し、その職務の複雑さと責
任の度に応じて行う新規採用職員研
修、一般職員研修、監督者研修及び
管理者研修。

9件

特別
研修

基本
研修

　職員が自らの意思に基づいて、個別
的又は集団的に行う自主的な研修。

　職場研修

　上記研修のほか、市長が必要と認め
て行う研修をいう。

友好都市交流研修、人事評価に
関する研修、コンプライアンス研
修、派遣による特別研修、その他

　職員に対し、その分掌事務を遂行す
るに必要な専門的又は実務的な知
識、技能及び態度等を修得するため
に行う研修。

5件

　環境ＩＳＯに係る研修、派遣によ
る実務研修

42件

研修体系 主な概要

総　計　〈延べ〉　

研修の区分

　所属長が、所属職員に対し、日常の
業務又は特定のテーマを設けて行う
研修。

　上記研修のうち、職員を本市の機関
以外の機関又は、団体等に派遣して
行う研修。

　自治大学校、東北自治研修所、
市町村職員中央研修所、山形県
市町村職員研修所、その他

　新採職員研修、初・中・上級職
員研修、課長・課長補佐・係長級
職員研修

56件

15人

61人

739人

実施研修数 受講者数

0人



７　福祉及び利益の保護の状況

(1) 職員の福利厚生事業の概要

ア　保健事業

　　山形県市町村職員共済組合（以下「共済組合」）が実施主体となり、主に下記のような保健事業を行って

　います。

各種健診

共済総合健診、被扶養者等健診、婦人科検診、配偶者健診助成、

歯周病検診助成等

健康増進事業

健康管理事業

健康生活支援事業

イ　給付事業

　　共済組合、山形県市町村職員互助会及び東根市職員厚生会において、主に次のような給付事業を

　行っています。

<山形県市町村職員共済組合>

　　出産費、埋葬料、休業手当金、育児休業手当金、介護休業手当金等

<山形県市町村職員互助会>

　　結婚祝金、入学祝金、弔慰金等

<東根市職員厚生会>

　　傷病見舞金、死亡弔慰金、結婚祝金、さつき祝金、出産祝金、退会餞別金、災害見舞金

ウ　貸付事業

　　共済組合において、次の貸付事業を行っています。

住宅貸付、在宅介護対応住宅貸付、普通貸付、特別貸付（医療、入学、修学、結婚、葬祭）

(2) 公務災害の状況（令和４年度）

公務上の災害 1 件

通勤による災害 1 件

区分 認定件数



８　公平委員会の業務の報告

(1) 勤務条件に関する措置の要求の状況

　措置の要求の制度は、地方公務員法第46条の規定に基づき、職員から、給与、勤務時間その他の

勤務条件に関する措置の要求があった場合に、これを審査し、判定を行い、その結果、要求が適当

なものと判定した場合には、権限を有する機関に必要な勧告を行うものです。

ア　令和４年度処理状況

1 0 1 0 0

イ　令和４年度に処理した事案の概要

(2) 不利益処分に関する不服申立ての状況

　不服申立ての制度は、地方公務員法第49条の２の規定に基づき、職員から懲戒その他その意に反する

不利益な処分について不服申立てがあった場合に、これを審査し、不服申立てに理由があると認めた場

合は、処分の取消し、修正の裁決を行い、また、必要がある場合には、処分者に対し、その処分によって

受けた不当な取扱いを是正するための指示を行うものです。

ア　令和４年度処理状況

0 0 0 0 0

イ　令和４年度に処理した事案の概要

却下 判定

処理状況

令和３年度末

係属件数

令和４年度中

要求件数

令和３年度末

要求事項

なし

係属件数

令和４年度中

申立件数

処分理由

係属件数

令和４年度末令和４年度中処理件数

処分内容

判定

処理状況 審査方法

なし

却下

令和４年度中処理件数 令和４年度末

係属件数


